第４章　ネットワーク分散コンピューティングシステムによる

ビジネスモデルの提案

４－１　提案するビジネスモデル

　自社（Ｏ２Ｏ-テクノロジ研究所と仮定する）においてサーバ設備を持ち、顧客に対してスケジューリングシミュレーションサービスを提供するビジネスモデルを提案する。そのビジネスモデルについて、特にその構成については、システム図を用いて順に説明していくものとする。
４－１－１　システム構成の全体図

















４－１－２　登場人物の定義













このシステムにおける登場人物としては、以下が挙げられる。

1 サービスを提供するO2O-テクノロジ研究所（仮定）《サーバ》

2 顧客《クライアント》

3 ITコンサルティング会社

位置づけとしては、①が②に対してサービスを提供する。そして、見返りとして①はサービス料をもらう。ITコンサルティングについては、４－２－２において述べる。

４－１－３　図を用いた流れの説明

①　顧客がWebブラウザにより、Jobを入力する。


②  ITコンサルティング会社を介し、顧客からの依頼情報の収集を行　　　　う。


③　計算処理を計算サーバに分散させる。


[image: image1]
4 サーバで計算した結果をITコンサルティング会社へ送信する。















5 計算結果を顧客へ返す。

[image: image2]
４－２　システムの詳細

４－２－１　ライセンス体系

　本システムでは、サービスに応じた料金を顧客に対して請求したい。そのライセンスは、Jobの負荷と同時最大Job投入数から見積もり、決定することとする。まずは、システム運用上の問題のため、最大負荷の見積もりについて考える。

４－２－１－１　数式による最大負荷の見積もり

　必要なサーバ数を見積もるための、Jobの負荷の予測を行う。サーバは、考えられる最大負荷以上の処理能力を持っている必要があるとする。また、ライセンス体系と絡めて考えると、これはサービス料としても捉えることができると考えることができるのではないだろうか。最大負荷は、以下の数式により求めることができる。

最大負荷
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＝（ＡのJobの負荷 × 同時最大Job投入数）

＋（ＢのJobの負荷 × 同時最大Job投入数）

＋（ＣのJobの負荷 × 同時最大Job投入数）

＝（100 × 1）＋（50 × 2）＋（200 × 2）

＝ 600

数値例

	
	Jobの負荷
	同時Job投入数

	顧客
	Ａ
	100
	1

	
	Ｂ
	50
	2

	
	Ｃ
	200
	2


Jobの定義

　ここでいうJobとは、一つ一つのスケジュールのことである。もとは、仕事を意味する英語で、転じてコンピュータにさせる仕事の単位の意味も持つようになったのである。
Jobを小さな処理の単位に分けたとき、その一つ一つをジョブステップ（Job step）という。つまり、Jobは、一つ以上のジョブステップから構成される。また、ジョブステップは、一つ以上のプロセス（process）から構成される。プロセスは、タスク（task）ともいう。ただし、プロセスがコンピュータ側から見た処理の単位であるのに対し、Jobは人間側から見た処理の単位であることに注意したい。
４－２－２　サービス体系

サーバと顧客間にITコンサルティング会社を設けることにより、分業を図る。ITコンサルティング会社には、ソフトの使い方やユーザインタフェース部分などを自由に開発してもらい、それによりサービスを顧客に提供してもらう。そうすることにより、サーバサイドは、よりスケジューラの開発に専念することができるはずである。

以下に、ITコンサルティングについて説明を加える。

ITコンサルティングとは

ITコンサルティング、ITコンサルの中には、ビジネスによるスキルを持つものと、情報技術そのものによるスキルを持つものがある。前者は、ある特定の業界や業務プロセスに関する知識や、実務経験を持っている“インダストリー/プロセスコンサル”と呼ばれる。
＊ 金融インダストリープロセスコンサル

＊ 製造インダストリープロセスコンサル

＊ 財務会計プロセスコンサル

などが挙げられる。後者は、ある特定のテクノロジやパッケージアーキテクチャに関する専門知識を持つ“テクノロジコンサル”と呼ばれている。
＊ ネットワークコンサル

＊ ITプロフェッショナル

などが挙げられる。

このように、“ITコンサルティング”といっても、様々ではあるが、求められるスキルや専門知識は異なったとしても、目的とする役割というものは共通していると考えられる。それは、“ITを革新のための重要なツールとしながらも、そこに至るまでの課題を解決していき、ITが効果を発揮する環境を整える”ということである。つまり、経営課題解決のためにそれに取り組み、最大の力を発揮すべきところでITが効果を発揮できるよう働きかける役割を担うのが、“ITコンサルティング”である。

　

ITコンサルティングの本質
　ITコンサルティングの本質は、情報システムを提案したり設計・開発すること自体ではない。ビジネスにおいてITをツールとして活用し、革新を起こすためには、様々な課題を解決していかなければならない。 様々なコンサルティングテクニックや知識（論理的思考や方法論、ビジネス知識や戦略への洞察）などあらゆるものを活用し、実現のための仕組み作りを通してクライアントの意識やビジネスを革新し、ビジネスベネにおける利益を最大限に追求していくということこそが“ITコンサルティング”だといえるのだろう。
４－３　ビジネスモデルにおけるメリット

　ここで、システムのメリットについて列挙する。

メリット

1 計算時間の大幅な時間短縮を図ることができる。

2 クライアントサーバシステムとして、構築済みであるシステム単位で売り込むよりも、顧客に対し、安いコストでスケジューリングサービスを提供することができる。

3 ソフトの管理面を自社で行うことができる。

4 ハードの更新を自社で行うことができる。

5 ITコンサルティング会社を介してサービスを提供する体系とすることにより、サーバサイドではスケジューラの開発に専念することができる。

４－４　提案するシステムスペック

仕事が増えて忙しい時期、つまり、サーバへのアクセスが集中してしまう時期というのは、結局は重なってしまう傾向がある。その場合にも、最大負荷（Jobが集中した時の負荷）に対しても対応できるだけのサーバ数を完備しておかなければならない。顧客に対して必要なシステムスペック、つまり、必要なサーバ数は、４－２－１－１で示す最大負荷分（
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）必要となる。また、httpでアクセスできる環境であればどこからでも利用可能であり、クライアントのスペックは、利用するアプリケーションに依存する。
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並列に繋がれた、計算を担当する“計算サーバ”
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